
コロナ禍の臨時財政運営方針

【図 1】経常収支比率と扶助費の推移 【図 2】リーマンショック時の市税の推移

0

40
60
80
100
120
140
160
180
200

280

290

300

310

320

330

00

100
（億円） （億円）（％）

扶助費（億円）
経常収支比率（％）※

19年度16年度 21年度 26年度 31年度 20年度 21年度 22年度 23年度

約26.5億円

92

94

96

98

明
る
い
選
挙
推
進
員
を

募
集

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
7
7
5
―

9
6
8
9

�
7
7
5
―

9
8
1
9

明
る
い
選
挙
推
進
員
は
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
投
票
へ
の
参
加
や
選
挙
に
つ
い
て
の

啓
発
活
動
を
行
う
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
�
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
、
政
治
や
選
挙
に
関
心
が
あ
り
、
中
立

公
正
な
活
動
が
で
き
る
人
【
任
期
】4
月

1
日
㈭
〜
令
和
5
年
3
月
31
日

�
2
月

26
日
㈮
ま
で
に
直
接
か
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先

交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
を

交
通
防
犯
課

�
7
7
5
―

5
1
3
8

�
7
7
5
―

9
9
2
7

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
あ
り
、
運

転
者
に
は
横
断
歩
道
手
前
で
の
減
速
義
務

や
停
止
義
務
が
あ
り
ま
す
。
横
断
歩
道
を

横
断
中
ま
た
は
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行

者
な
ど
が
い
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手

前
で
一
時
停
止
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

歩
行
者
優
先
を
徹
底
し
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

社会福祉に係る費用（扶助費）などの財政負担が増加していく中、市では市民サー
ビスの維持・向上に努めてきました（図1）。しかし、新型コロナウイルスの感染拡
大に伴い、平成20年のリーマンショック以来の市税収入の大幅減（図2）が見込まれ、
令和3年度以降は、これまでどおりの財政運営を前提とした予算編成
が非常に困難な状況となっています。そのため、コロナ禍の臨時財政
運営方針を定め、歳出額を圧縮するための具体的な対応策を検討して
います。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

臨時財政運営方針（令和2年10月19日） コロナ禍に伴う税収減に対して、厳しい
状況下でも持続可能な財政運営への改革を積極的に推進していくこととする。コ
ロナ禍が収束するまでの間、この状況が継続することを前提として、事業を見直
し、“危機対応モード”の財政運営を行う。

事業担当課
職員課 �775―5112・�775―9819

障害福祉課 �775―5123・�776―8872

高齢介護課 �775―5124・�776―8872

保険年金課（国保）�782―6481・�775―9827
（高齢者医療）�775―5125・�775―9827

指導課 �775―9672・�775―5633

商工課 �777―4441・�775―5024

農政課 �775―7384・�775―9872
商工課 �777―4441・�775―5024

スポーツ振興課 �781―8112・�775―6608
4．市民の安全確保等以外の工事や設備整備の先送り
5．各種補助金総額の削減 原則一律10%削減

主な見直し事業（案）
1．人件費の削減
2．本市独自事業全般の見直し

重度心身障害者福祉手当の対象者（療育
手帳B・精神障害者保健福祉手帳2級所
持者、国手当受給者）の見直し

難病者見舞金の廃止
敬老事業交付金額の見直し

国民健康保険・後期高齢者医療被保険
者に対する保養施設等利用補助の廃止

英語力4技能測定の廃止
3．各種イベントの休止・見直し等
あげお花火大会

あげお産業祭

市民体育祭、市民駅伝競走大会

市ホームページ

財政課 �775―4247・�776―8873

※経常収支比率とは、財政構造の弾力性（ゆとり）を判断するための指標です。この割合が低いほ
ど、財政にゆとりがあることを示します。
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新年、あけましておめでとうございます。
皆様には、日頃から市政にお力添えを賜り、誠にありがとうございます。
新型コロナウイルスの感染拡大の長期化は、市民生活に大きな影響を与え
ています。
年末年始も、昼夜を問わず懸命に治療にあたってくださっている医療機関
の皆様、細心の注意を払いながら福祉現場を支えてくださっている皆様など、
多くの方のご尽力により、社会生活が支えられています。改めて感謝を申し
上げます。今後も市民の皆様のお力添えをいただきながら、真に必要とされ
る施策を積極的に展開し、感染拡大の防止と市内経済対策にしっかりと取り
組んでまいります。
ことしは、延期となっていた東京2020オリンピック・パラリンピック競技

大会が開催されます。市内では、7月8日㈭に旧中山道をコースとしてオリン
ピック聖火リレーが実施されます。
世界的なスポーツの祭典を市民の皆様と一緒に盛り上げ、さまざまな事業
を通して、活気あふれる上尾をともに作っていきたいと思います。
私は、ことしを表す漢字を、「陽」としました。市民の皆様、社会生活を支
えていただいている皆様に、希望に満ちたあたたかい陽があたることを願う
とともに、明るく、元気な笑顔があふれる「みんなが輝く街、上尾」の実現に
向け、全力で市政運営に取り組んでまいります。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者の｢悩み・課題・対策｣に、
専門家が何度でも無料で個別相談に応じます。 �・�下表のとおり �プラ
ザ22 �相談日の前日までに電話で商工課へ

市国民健康保険（国保）ま
たは県後期高齢者医療制度
（後期高齢者医療）の加入者
で、給与の支払いを受けて
いる被保険者が新型コロナ
ウイルスに感染して、仕事
を休んだ場合などに支給さ
れる傷病手当金の適用期間
が、3月31日㈬まで延長さ
れました。

持続化補助金などの申請支援、
資金繰り、経営全般
何から相談したら良いか分から
ない、事業の立て直し
チラシ、パッケージ・製品デザ
インなどのPR方法
オンラインサービス・テレワー
クなどを活用した販路拡大
雇用調整助成金、休業支援金・
給付金など
※この会場で申請手続きはでき
ません。
持続化給付金、家賃支援給付金、
制度融資など ※この会場で申
請手続きはできません。

※いずれも12：00～13：00は除きます。

とき

9：30～16：30
（1回60分）

9：00～16：00
（1回50分）

9：00～16：00
（1回25分）

1／6～27の
毎週㈬

1／7㈭

1／14㈭

1／21㈭・28㈭

毎週㈮
（㈷を除く）

毎週㈫

専門家

中小企業診断士①

中小企業診断士②

PRプランナー

ウェブ解析士

社会保険労務士

商工会議所
経営指導員

【おわびと訂正】『広報あげお』12月号4ページ「主な施設の年末年始の休館日」の記事中、自然学習館の年末年始の休館日に誤りがありました。
おわびして訂正します。【誤】12月29日㈫～1月3日㈰ 【正】12月28日㈪～1月4日㈪

国保・後期高齢者医療
傷病手当金の

期間延長
保険年金課

（国保給付）�782―6481
（高齢者医療）�775―5125

�775―9827

新たな年を迎えて

市長 畠山 稔

商工課 �777―4441・�775―5024
ワンストップ相談窓口事業者向け

8
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【図 1】経常収支比率と扶助費の推移 【図 2】リーマンショック時の市税の推移
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社会福祉に係る費用（扶助費）などの財政負担が増加していく中、市では市民サー
ビスの維持・向上に努めてきました（図1）。しかし、新型コロナウイルスの感染拡
大に伴い、平成20年のリーマンショック以来の市税収入の大幅減（図2）が見込まれ、
令和3年度以降は、これまでどおりの財政運営を前提とした予算編成
が非常に困難な状況となっています。そのため、コロナ禍の臨時財政
運営方針を定め、歳出額を圧縮するための具体的な対応策を検討して
います。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

臨時財政運営方針（令和2年10月19日） コロナ禍に伴う税収減に対して、厳しい
状況下でも持続可能な財政運営への改革を積極的に推進していくこととする。コ
ロナ禍が収束するまでの間、この状況が継続することを前提として、事業を見直
し、“危機対応モード”の財政運営を行う。

事業担当課
職員課 �775―5112・�775―9819

障害福祉課 �775―5123・�776―8872

高齢介護課 �775―5124・�776―8872
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農政課 �775―7384・�775―9872
商工課 �777―4441・�775―5024

スポーツ振興課 �781―8112・�775―6608
4．市民の安全確保等以外の工事や設備整備の先送り
5．各種補助金総額の削減 原則一律10%削減

主な見直し事業（案）
1．人件費の削減
2．本市独自事業全般の見直し

重度心身障害者福祉手当の対象者（療育
手帳B・精神障害者保健福祉手帳2級所
持者、国手当受給者）の見直し

難病者見舞金の廃止
敬老事業交付金額の見直し

国民健康保険・後期高齢者医療被保険
者に対する保養施設等利用補助の廃止

英語力4技能測定の廃止
3．各種イベントの休止・見直し等
あげお花火大会

あげお産業祭

市民体育祭、市民駅伝競走大会

市ホームページ

財政課 �775―4247・�776―8873

※経常収支比率とは、財政構造の弾力性（ゆとり）を判断するための指標です。この割合が低いほ
ど、財政にゆとりがあることを示します。
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新年、あけましておめでとうございます。
皆様には、日頃から市政にお力添えを賜り、誠にありがとうございます。
新型コロナウイルスの感染拡大の長期化は、市民生活に大きな影響を与え
ています。
年末年始も、昼夜を問わず懸命に治療にあたってくださっている医療機関
の皆様、細心の注意を払いながら福祉現場を支えてくださっている皆様など、
多くの方のご尽力により、社会生活が支えられています。改めて感謝を申し
上げます。今後も市民の皆様のお力添えをいただきながら、真に必要とされ
る施策を積極的に展開し、感染拡大の防止と市内経済対策にしっかりと取り
組んでまいります。
ことしは、延期となっていた東京2020オリンピック・パラリンピック競技
大会が開催されます。市内では、7月8日㈭に旧中山道をコースとしてオリン
ピック聖火リレーが実施されます。
世界的なスポーツの祭典を市民の皆様と一緒に盛り上げ、さまざまな事業
を通して、活気あふれる上尾をともに作っていきたいと思います。
私は、ことしを表す漢字を、「陽」としました。市民の皆様、社会生活を支
えていただいている皆様に、希望に満ちたあたたかい陽があたることを願う
とともに、明るく、元気な笑顔があふれる「みんなが輝く街、上尾」の実現に
向け、全力で市政運営に取り組んでまいります。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者の｢悩み・課題・対策｣に、
専門家が何度でも無料で個別相談に応じます。 �・�下表のとおり �プラ
ザ22 �相談日の前日までに電話で商工課へ

市国民健康保険（国保）ま
たは県後期高齢者医療制度
（後期高齢者医療）の加入者
で、給与の支払いを受けて
いる被保険者が新型コロナ
ウイルスに感染して、仕事
を休んだ場合などに支給さ
れる傷病手当金の適用期間
が、3月31日㈬まで延長さ
れました。

持続化補助金などの申請支援、
資金繰り、経営全般
何から相談したら良いか分から
ない、事業の立て直し
チラシ、パッケージ・製品デザ
インなどのPR方法
オンラインサービス・テレワー
クなどを活用した販路拡大
雇用調整助成金、休業支援金・
給付金など
※この会場で申請手続きはでき
ません。
持続化給付金、家賃支援給付金、
制度融資など ※この会場で申
請手続きはできません。

※いずれも12：00～13：00は除きます。

とき

9：30～16：30
（1回60分）

9：00～16：00
（1回50分）

9：00～16：00
（1回25分）

1／6～27の
毎週㈬

1／7㈭

1／14㈭

1／21㈭・28㈭

毎週㈮
（㈷を除く）

毎週㈫

専門家

中小企業診断士①

中小企業診断士②

PRプランナー

ウェブ解析士

社会保険労務士

商工会議所
経営指導員

【おわびと訂正】『広報あげお』12月号4ページ「主な施設の年末年始の休館日」の記事中、自然学習館の年末年始の休館日に誤りがありました。
おわびして訂正します。【誤】12月29日㈫～1月3日㈰ 【正】12月28日㈪～1月4日㈪

国保・後期高齢者医療
傷病手当金の

期間延長
保険年金課

（国保給付）�782―6481
（高齢者医療）�775―5125

�775―9827

新たな年を迎えて

市長 畠山 稔

商工課 �777―4441・�775―5024
ワンストップ相談窓口事業者向け
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申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　 問い合わせ　



げお市民 レクション
選考委員を募集

あ セ
市観光協会推奨土産品

県内初の公営屋内50㍍プールを上尾市に！

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
用

封
筒
へ
の
有
料
広
告
を
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集

高
齢
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護
課

�
7
7
5
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5
1
2
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�
7
7
6
―

8
8
7
2

令
和
3
年
度
に
発
送
す
る
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
の
封
筒
に
掲
載
す
る
、
有
料

広
告
を
募
集
し
ま
す
。掲
載
は
審
査
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
【
掲
載
位
置
】封
筒
裏
面

【
募
集
枠
数
】2
枠
【
色
・
規
格
・
掲
載

料
】単
色
刷
り（
市
の
指
定
色
）・
縦
35
×

横
90
㍉
・
5
万
円（
1
枠
当
た
り
）
【
封

筒
使
用
期
間
】7
月
〜
令
和
4
年
6
月

【
発
送
数
】約
6
万
通

�
申
込
書（
高
齢

介
護
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
1
月
4
日
㈪
〜
2
月
4
日
㈭
に

直
接
ま
た
は
郵
送（
2
月
4
日
必
着
）で
高

齢
介
護
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

市観光協会では、市内で製造または加工された土産品の普及と品質の
向上を図り、市内における産業の振興に寄与する事を目的に、昨年12月
に49品目の推奨品を認定しました。この中から、市民が｢上尾土産とし
て贈りたい｣｢特におすすめしたい｣という物を｢あげお市民セレクショ
ン｣として認定するため、選考委員を募集します。 ※選考委員には選考
会当日、会場で使える推奨土産品購入券（2,000円分）を差し上げます。交
通費は支給しません。 �次の①～⑤の全てに該当する人①市内に在住
で20歳以上②2月27日㈯12～15時にアリオ上尾（壱丁目367）で開催する選
考会に参加できる③食品アレルギー（酒を含む）がない④出品事業者の関
係者（家族、親族を含む）ではない⑤募集事項（市観光協会、市観光協会
ホームページ〈�https : //www.ageo-kankou.com/〉にある）を順守
できる �30人（応募者多数の場合は抽選） �応募用紙（市観光協会、あ
げお お土産・観光センターにある。市観光協会ホームページからダウ
ンロードも可）に必要事項を記入して、1月27日㈬まで（当日消印有効）に
郵送またはファクスで市観光協会（〒362―0042谷津2―1―50）へ

東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会の水中競技とは？

現在、埼玉県が整備に向けて検討を進めている公営
の屋内50㍍プールとスポーツ科学拠点施設が上尾市に
整備されると、高機能なプール施設の環境下で充実し
た運動を行なうことも可能となり、上尾から未来の水
中競技オリンピアンを輩出することにも近づくことで
しょう。
そこで今回は、ことし開催予定の東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会の水中競技を紹介し
ます。現在のオリンピックでは、競泳、水球、飛び込
み、アーティスティックスイミング（2018年にシンク
ロナイズドスイミングから名称変更）の大きく4種目、
パラリンピックでは競泳の1種目となっています。
競泳とは、決められた泳法（自由形、背泳ぎ、バタ

フライ、平泳ぎ）で一定の距離を泳ぎタイムを競う競
技で、東京2020大会では、男女で35種目あります。パ

ラリンピック競泳は、さらに運動機能、視覚、知的の
3つの障害に大別されていて、障害の程度などでクラ
ス分けされた中で競われます。リオデジャネイロ2016
大会では、決勝で世界記録が7回更新されるなど技術
革新が進んでいる競技であり、オリンピック、パラリ
ンピックともに日本人選手の活躍にも注目が高まって
います。
東京2020大会では皆さんで水中競技選手を応援しま

しょう。

スポーツ振興課 �781―8112・�775―6608

市観光協会 �775―5917・�775―5024

上尾駅

川
桶

宮
大→

→

鴨川

市民体育館
今泉小

J
R
高崎線

児童館
こどもの城

大型ショッピング
センター

幼稚園
西上尾第一
団地

西小

組合事務所

保留地

十連寺

西中

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

水
道
施
設
課

�
7
7
5
―

5
1
5
7

�
7
7
2
―

9
0
5
0

気
温
が
氷
点
下
4
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
が
凍
っ
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り
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し
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り
す
る
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れ
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あ
り
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す
。
建
物
の
北
側
な
ど
日
が

当
た
ら
な
い
場
所
や
風
当
た
り
の
強
い
場

所
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は

注
意
が
必
要
で
す
。
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タ
オ
ル
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毛

布
な
ど
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巻
き
、
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
で
保
護
を
す
る
か
、
水
道
管

用
の
保
温
材
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
周
り
は
布
な
ど
を
濡

れ
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
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詰
め
て
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
入
れ
て
く
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い
。

●
水
道
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て
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溶
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、
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オ
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ぶ
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て
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の
上
か
ら
ゆ
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｢ぬ
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。
直
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と
水
道
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破
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り

ま
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だ
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い
。
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は
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雪
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り
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な
る
の
で
、
次
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意
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て
く
だ

さ
い
。
屋
根
か
ら
の
落
雪
／
道
路
で
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転
倒
／
積
雪
で
狭
く
な
っ
た
道
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で
の
自

動
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と
の
す
れ
違
い
／
積
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見
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道
路
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よ
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カ
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ポ
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け
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外
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す
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滑
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）

●
道
路
の
除
雪
に
ご
協
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を

交
通
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全
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た
め
、
で
き
る
範
囲
で
ご
協
力
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お
願

い
し
ま
す
。
※
で
き
る
だ
け
2
人
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上

で
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。
※
交
通
事
故
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な
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、
道
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。
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覧
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に
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出
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に
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、
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求
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あ
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た
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表
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話
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電
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よ
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く
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。
犯
人
は
｢ウ
イ
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去

す
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子
マ
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て
番
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教
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だ
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い
｣な
ど
と
言
っ
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、
電

子
マ
ネ
ー
を
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さ
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て
、
金
銭
を
だ
ま
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す
。
パ
ソ
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な
ど
で
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告
画

面
が
出
た
場
合
は
特
殊
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を
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い
、
一

度
イ
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タ
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ッ
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。
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月
以
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検
｣や
｢消
防
設
備
点
検
｣｢電
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｣
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粘
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縛
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現
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シ
ュ
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内
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事

前
に
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お
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か
｣｢お
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は
家
に
置
い
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か
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ど
、
在
宅

や
現
金
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保
管
状
況
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出
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｢ア
ポ

電
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あ
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。
被
害
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遭
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と
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、
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感
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は
、す
ぐ
に
110
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自
宅
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、
不
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出
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／
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／
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イ
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ー
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ン

や
ド
ア
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し
に
対

応
す
る

保留地を先着順で公売しています。保留地公売案
内書は、大谷北部第二土地区画整理組合事務所と市
街地整備課で配布しています。保留地は購入後、直
ちに使用できます。詳しくは、問い合わせてくださ
い。
【保留地】面積／148．06平方㍍、1平方㍍当たりの単
価／115，000円、価格／17，026，900円 �平日10～16
時に直接、大
谷北部第二土
地区画整理組
合事務所（今
泉19―1）へ
※受付開始時
間に複数の希
望者がいる場
合は抽選しま
す。

大谷北部第二土地区画整理組合
�781―8211・�781―8370

※宅地の向きや地形などの詳細は、市ホーム
ページや案内書をご覧ください。

保留地公売
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技で、東京2020大会では、男女で35種目あります。パ

ラリンピック競泳は、さらに運動機能、視覚、知的の
3つの障害に大別されていて、障害の程度などでクラ
ス分けされた中で競われます。リオデジャネイロ2016
大会では、決勝で世界記録が7回更新されるなど技術
革新が進んでいる競技であり、オリンピック、パラリ
ンピックともに日本人選手の活躍にも注目が高まって
います。
東京2020大会では皆さんで水中競技選手を応援しま

しょう。

スポーツ振興課 �781―8112・�775―6608

市観光協会 �775―5917・�775―5024

上尾駅

川
桶

宮
大→

→

鴨川

市民体育館
今泉小

J
R
高崎線

児童館
こどもの城

大型ショッピング
センター

幼稚園
西上尾第一
団地

西小

組合事務所

保留地

十連寺

西中

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

水
道
施
設
課

�
7
7
5
―

5
1
5
7

�
7
7
2
―

9
0
5
0

気
温
が
氷
点
下
4
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
建
物
の
北
側
な
ど
日
が

当
た
ら
な
い
場
所
や
風
当
た
り
の
強
い
場

所
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
は

注
意
が
必
要
で
す
。

●
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

タ
オ
ル
や
毛

布
な
ど
を
巻
き
、
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
で
保
護
を
す
る
か
、
水
道
管

用
の
保
温
材
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
周
り
は
布
な
ど
を
濡

れ
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

●
水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
て
、そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
｢ぬ

る
ま
湯
｣を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
直
接
掛

け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

大
雪
時
は
ご
注
意
を

危
機
管
理
防
災
課

�
7
7
5
―

5
1
4
0

�
7
7
5
―

9
9
2
7

道
路
課

�
7
7
5
―

8
5
9
7

�
7
7
5
―

9
9
0
6

1
〜
3
月
は
、
雪
の
降
り
や
す
い
時
季

に
な
る
の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
屋
根
か
ら
の
落
雪
／
道
路
で
の

転
倒
／
積
雪
で
狭
く
な
っ
た
道
路
で
の
自

動
車
と
の
す
れ
違
い
／
積
雪
で
見
え
に
く

く
な
っ
た
道
路
脇
の
側
溝
／
積
雪
に
よ
る

カ
ー
ポ
ー
ト
の
倒
壊
／
不
要
不
急
の
外
出

を
避
け
る（
外
出
す
る
場
合
は
滑
り
に
く

い
靴
を
着
用
す
る
）

●
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を

交
通
安
全

の
た
め
、
で
き
る
範
囲
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
※
で
き
る
だ
け
2
人
以
上

で
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。
※
交
通
事
故

の
原
因
に
な
る
た
め
、
道
路
に
雪
を
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

架
空
請
求
に
ご
注
意
を

上
尾
警
察
署

�
・
�
7
7
3
―

0
1
1
0

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲

覧
中
に
画
面
に
出
る
｢ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
ま
し
た
｣な
ど
の
警
告
は
、
架
空
請
求

の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
表
示
さ
れ
た
電

話
番
号
に
電
話
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
犯
人
は
｢ウ
イ
ル
ス
を
除
去

す
る
｣｢電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て
番
号
を

教
え
て
く
だ
さ
い
｣な
ど
と
言
っ
て
、
電

子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
て
、
金
銭
を
だ
ま

し
取
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
警
告
画

面
が
出
た
場
合
は
特
殊
詐
欺
を
疑
い
、
一

度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
遮
断
し
た
上

で
、家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
点
検
な
ど
を
装
っ
た

強
盗
事
件
に
ご
注
意
を

上
尾
警
察
署

�
・
�
7
7
3
―

0
1
1
0

昨
年
8
月
以
降
、
関
東
圏
内
で
｢ガ
ス

点
検
｣や
｢消
防
設
備
点
検
｣｢電
気
点
検
｣

な
ど
を
装
っ
て
、複
数
人
で
家
に
侵
入
し
、

粘
着
テ
ー
プ
で
被
害
者
の
体
を
縛
っ
た

上
、
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
奪
う

屋
内
強
盗
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
事

前
に
｢何
人
で
お
住
ま
い
で
す
か
｣｢お
金

は
家
に
置
い
て
い
ま
す
か
｣な
ど
、
在
宅

や
現
金
の
保
管
状
況
を
聞
き
出
す
｢ア
ポ

電
｣が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と

を
実
践
し
、
不
審
な
点
を
感
じ
た
場
合
に

は
、す
ぐ
に
110
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
固
定
電
話
は
在
宅
時
も
留
守
番
電

話
に
設
定
し
、
不
要
な
電
話
に
は
出
な
い

／
在
宅
の
と
き
で
も
、
戸
締
ま
り
を
し
っ

か
り
と
す
る
／
突
然
知
ら
な
い
人
が
訪
れ

た
場
合
に
は
、す
ぐ
に
ド
ア
を
開
け
ず
に
、

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

や
ド
ア
越
し
に
対

応
す
る

保留地を先着順で公売しています。保留地公売案
内書は、大谷北部第二土地区画整理組合事務所と市
街地整備課で配布しています。保留地は購入後、直
ちに使用できます。詳しくは、問い合わせてくださ
い。
【保留地】面積／148．06平方㍍、1平方㍍当たりの単
価／115，000円、価格／17，026，900円 �平日10～16
時に直接、大
谷北部第二土
地区画整理組
合事務所（今
泉19―1）へ
※受付開始時
間に複数の希
望者がいる場
合は抽選しま
す。

大谷北部第二土地区画整理組合
�781―8211・�781―8370

※宅地の向きや地形などの詳細は、市ホーム
ページや案内書をご覧ください。

保留地公売
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市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に

　
　
　
基
づ
く
意
見
募
集

第
3
次
上
尾
市
環
境
基
本
計
画

（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

環
境
政
策
課

�
7
7
5
―

6
9
2
5

�
7
7
5
―

9
8
7
2

令
和
3
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
次
上
尾
市
環
境
基
本
計
画
｣

を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ
ン
ト
制

度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期
間
】12

月
25
日
〜
1
月
18
日
㈪
【
計
画（
案
）・

意
見
書
の
設
置
場
所
】環
境
政
策
課
、
市

役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支

所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意
見
書
の

提
出
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
か
郵
送（
18
日
消
印
有
効
）ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
環
境
政
策
課（
〒

362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s２５１０
００ @

city.ageo.lg.jp

）へ

第
3
次
上
尾
市
男
女
共
同
参
画
計

画（
デ
ュ
エ
ッ
ト
プ
ラ
ン
21
）（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

人
権
男
女
共
同
参
画
課

�
7
7
8
―

5
1
1
1

�
7
7
8
―

5
1
1
2

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
次
上
尾
市
男
女
共
同
参
画

計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】12
月
28
日
〜
1
月
21
日
㈭
【
計
画

（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】人
権
男
女

共
同
参
画
課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提

出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
直
接
か
郵
送（
21
日
消
印
有
効
）ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
人
権
男
女
共
同

参
画
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s209500

@
city.ageo.lg.jp

）へ

第
2
次
上
尾
市
空
家
等
対
策
計
画

（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

交
通
防
犯
課

�
7
7
5
―

5
1
3
8

�
7
7
5
―

9
9
2
7

計
画
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
市
の
空
き

家
対
策
を
計
画
的
・
総
合
的
に
進
め
る
た

め
の
上
尾
市
空
家
等
対
策
計
画
を
改
定
し

ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ

き
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）

の
公
表
・
意
見
募
集
期
間
】1
月
4
日
㈪

〜
29
日
㈮
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置

場
所
】交
通
防
犯
課
、
市
役
所
1
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所
・
出
張
所
・
公
民

館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。
�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、

在
事
務
所
、
納
税
義
務
者
ま
た
は
利
害
関

係
者
【
提
出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
直
接
か
郵
送（
29
日
消
印

有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
交

通
防
犯
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s209000

@
city.ageo.lg.jp

）へ

上
尾
市
公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦

略（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

経
営
総
務
課

�
7
7
5
―

5
1
6
0

�
7
7
5
―

9
0
4
1

下
水
道
事
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
基
本

計
画
と
な
る「
上
尾
市
公
共
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
」を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ

メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
【
戦
略（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集

期
間
】1
月
14
日
㈭
〜
2
月
4
日
㈭
【
戦

略（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】経
営
総

務
課
、市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提
出
方

法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直

接
か
郵
送（
2
月
4
日
消
印
有
効
）ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
経
営
総
務
課（
〒

362
―

0
0
1
3
上
尾
村
1
1
5
7
、
�s60

1000
@
city.ageo.lg.jp

）へ

【
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
策
定
の
参
考
に

す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除

き
、
意
見
の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

あげお
ものがたり

ア
ッ
ピ
ー

第
3
期
上
尾
市
教
育
振
興
基
本
計

画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

教
育
総
務
課

�
7
7
5
―

9
4
6
9

�
7
7
6
―

2
2
5
0

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
期
上
尾
市
教
育
振
興
基
本

計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪
【
計
画

（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】教
育
総
務

課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提
出
方

法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直

接
か
郵
送（
2
月
8
日
必
着
）ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
教
育
総
務
課（
〒
362
―

8

5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s721000

@
c

ity.ageo.lg.jp

）へ

第
2
期
上
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
7
8
1
―

8
1
1
2

�
7
7
5
―

6
6
0
8

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
2
期
上
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪
【
計
画

（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

【
提
出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
直
接
か
郵
送（
2
月
8
日
必
着
）ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、

�s725700
@
city.ageo.lg.jp

）へ

第
5
次
上
尾
市
生
涯
学
習
振
興
基

本
計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

生
涯
学
習
課

�
7
7
5
―

9
4
9
0

�
7
7
6
―

2
2
5
0

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
5
次
上
尾
市
生
涯
学
習
振
興

基
本
計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ

メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集

期
間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪
【
計

画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】生
涯
学

習
課
、市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提
出
方

法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直

接
か
郵
送（
2
月
8
日
必
着
）ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課（
〒
362
―

8

5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s722500

@
c

ity.ageo.lg.jp

）へ

第
3
次
上
尾
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

図
書
館

�
7
7
3
―

8
5
2
1

�
7
7
6
―

7
3
3
0

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
次
上
尾
市
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
計
画（
案
）｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た

び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市

民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見

募
集
期
間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪

【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】図
書

館（
本
館
、
各
分
館
・
公
民
館
図
書
室
）、

市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提

出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
直
接
か
郵
送（
2
月
8
日
消
印
有
効
）

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
図
書
館
本

館（
〒
362
―

0
0
3
7
上
町
1
―

7
―

1
、
�

s724000
@
city.ageo.lg.jp

）へ

第
3
次
上
尾
市
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

子
ど
も
の
読
書
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�
・
�
7
7
3
―

3
7
1
1

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
次
上
尾
市
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
計
画（
案
）｣を
策
定
し
ま
す
。こ

の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・

意
見
募
集
期
間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8

日
㈪
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場

所
】図
書
館（
本
館
、
各
分
館
・
公
民
館
図

書
室
）、市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提

出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
郵
送（
2
月
8
日
消
印
有
効
）ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
子
ど
も
の
読
書
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
362
―

0
0
7
5
柏
座

4
―

3
―

8
、
�ageodokusho@

city.
ageo.lg.jp

）へ

12



あげお
ものがたり

ア
ッ
ピ
ー

第
3
期
上
尾
市
教
育
振
興
基
本
計

画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

教
育
総
務
課

�
7
7
5
―

9
4
6
9

�
7
7
6
―

2
2
5
0

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
期
上
尾
市
教
育
振
興
基
本

計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪
【
計
画

（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】教
育
総
務

課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提
出
方

法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直

接
か
郵
送（
2
月
8
日
必
着
）ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
教
育
総
務
課（
〒
362
―

8

5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s721000
@
c

ity.ageo.lg.jp

）へ

第
2
期
上
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
7
8
1
―

8
1
1
2

�
7
7
5
―

6
6
0
8

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
2
期
上
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ

ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪
【
計
画

（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

【
提
出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
直
接
か
郵
送（
2
月
8
日
必
着
）ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、

�s725700
@
city.ageo.lg.jp

）へ

第
5
次
上
尾
市
生
涯
学
習
振
興
基

本
計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

生
涯
学
習
課

�
7
7
5
―

9
4
9
0

�
7
7
6
―

2
2
5
0

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
5
次
上
尾
市
生
涯
学
習
振
興

基
本
計
画
｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ

メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集

期
間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪
【
計

画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】生
涯
学

習
課
、市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提
出
方

法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、直

接
か
郵
送（
2
月
8
日
必
着
）ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課（
〒
362
―

8

5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
、
�s722500

@
c

ity.ageo.lg.jp

）へ

第
3
次
上
尾
市
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

計
画（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

図
書
館

�
7
7
3
―

8
5
2
1

�
7
7
6
―

7
3
3
0

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
次
上
尾
市
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
計
画（
案
）｣を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
た

び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
市

民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・
意
見

募
集
期
間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8
日
㈪

【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】図
書

館（
本
館
、
各
分
館
・
公
民
館
図
書
室
）、

市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提

出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
直
接
か
郵
送（
2
月
8
日
消
印
有
効
）

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
図
書
館
本

館（
〒
362
―

0
0
3
7
上
町
1
―

7
―

1
、
�

s724000
@
city.ageo.lg.jp

）へ

第
3
次
上
尾
市
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

子
ど
も
の
読
書
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�
・
�
7
7
3
―

3
7
1
1

令
和
3
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
｢第
3
次
上
尾
市
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
計
画（
案
）｣を
策
定
し
ま
す
。こ

の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
【
計
画（
案
）の
公
表
・

意
見
募
集
期
間
】1
月
8
日
㈮
〜
2
月
8

日
㈪
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場

所
】図
書
館（
本
館
、
各
分
館
・
公
民
館
図

書
室
）、市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
提

出
方
法
】意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
郵
送（
2
月
8
日
消
印
有
効
）ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
子
ど
も
の
読
書
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
362
―

0
0
7
5
柏
座

4
―

3
―

8
、
�ageodokusho@

city.
ageo.lg.jp

）へ

13 広報あげお 2021. 1 No. 1042

とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　　  費用・金額　※記載のないものは「無料」　　  定員　　　 持ち物
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　 問い合わせ　



子
育
て
三
世
代
同
居
・
近
居
応
援

事
業
の
終
了

子
ど
も
支
援
課

�
7
8
3
―

4
9
6
2

�
7
7
4
―

5
3
4
2

3
月
31
日
㈬
ま
で
を
予
定
し
て
い
た

｢子
育
て
三
世
代
同
居
・
近
居
応
援
事
業
｣

は
、
補
助
金
が
予
算
額
に
達
し
た
の
で
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
し
た
。

市
内
循
環
バ
ス�
ぐ
る
っ
と
く
ん
�

バ
ス
停
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を

募
集

交
通
防
犯
課

�
7
7
5
―

5
1
3
8

�
7
7
5
―

9
9
2
7

市
内
循
環
バ
ス�
ぐ
る
っ
と
く
ん
�の
バ

ス
停
に
名
称
を
付
け
る
権
利（
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
）を
購
入
す
る
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。
【
掲
載
期
間
】4
月
1
日
㈭
か

ら
5
年
間

�
12
万
円（
年
額
）
�
申
請

書（
交
通
防
犯
課
に
あ
る
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、

1
月
6
日
㈬
〜
20
日
㈬
に
直
接
、
交
通
防

犯
課
へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

は
り
、き
ゅ
う
、あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧（
受
領
委
任
分
）に
係
る
、

療
養
費
支
給
申
請
書
の
提
出
先
の

変
更

保
険
年
金
課（
国
保
給
付
担
当
）

�
7
8
2
―

6
4
8
1

（
高
齢
者
医
療
担
当
）
�
7
7
5
―

5
1
2
5

�
7
7
5
―

9
8
2
7

4
月
1
日
㈭
か
ら
、
市
国
保
・
県
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
、
は
り
、
き
ゅ
う
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
に
係
る
療
養
費

支
給
申
請
書
の
提
出
先
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
【
4
月
1
日
以
降
の
提
出
先
】埼
玉

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会（
〒
338
―

0

0
0
2
さ
い
た
ま
市
中
央
区
下
落
合
1
7

0
4
）
※
地
方
厚
生
局
へ
の
届
け
出
を

行
っ
て
い
る
施
術
所
に
限
り
ま
す
。
※

3
月
31
日
㈬
ま
で
に
提
出
す
る
申
請
書

は
、
上
尾
市
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
地
方
厚
生
局
へ
の
届
け
出
を
行
っ
て
い

な
い
施
術
所
を
受
診
し
た
場
合

被
保
険

者
が
直
接
、
上
尾
市
へ
療
養
費
支
給
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
保
険
年

金
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

保
険
年
金
課

�
7
7
5
―

5
1
3
7

�
7
7
5
―

9
8
2
7

20
歳
に
な
る
と
会
社
員
や
公
務
員
、
ま

た
は
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
は
、

国
民
年
金（
第
1
号
被
保
険
者
）へ
加
入
し

昨年11月30日、市はイオン㈱と｢地域活性化包括連
携協定｣を締結しました。今後、それぞれの資源を有
効に活用した協働による活動を推進し、地域の一層の
活性化と市民サービスの向上を図ります。

市の催しや行事、祭りや文化・スポーツイベン
トなど、にぎわいの様子や市民活動を取材して『広
報あげお』に掲載したり、地域の話題や身近な出
来事などを情報提供したりする市民記者｢まちか
ど特派員」を募集します。【任期】4月～令和4年3
月 �市内に6カ月以上居住している20歳以上の
人（4月1日時点）【募集人数】6人（選考） �①『広
報あげお』の｢まちかど特派員だより｣（年2回、21
ページ参照）の原稿作成②地域の話題などの情報
提供③まちかど特派員会議への出席（年3回程度）
【謝礼】年額12，000円以内（予定） �申込書（広報
広聴課にある。市ホームページからダウンロード
も可）に必要事項を記入して、1月4日㈪～2月15日
㈪に直接、広報広聴課へ

イオンリテール㈱執行役員北関東カンパニー西垣支社長（左）と畠山
市長

イオン㈱と
｢地域活性化包括
連携協定｣を締結
行政経営課 �775―3963・�776―8873

一緒に『広報あげお』を作りませんか？

広報広聴課 �775―4918・�776―8873

集募
｢まちかど

特派員｣

14



ま
す
。
ご
自
身
で
の
加
入
手
続
き
は
不
要

で
す
。
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね
2

週
間
以
内
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付

書
や
年
金
手
帳
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
月
額
1
万
6
、5
4
0
円（
令

和
2
年
度
）で
す
。
こ
の
保
険
料
に
付
加

保
険
料（
400
円
）を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
額
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
付
加
保
険
料

は
申
し
出
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制

度
や
免
除
制
度
、
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

60
歳
以
上
の
国
民
年
金
任
意
加
入

保
険
年
金
課

�
7
7
5
―

5
1
3
7

�
7
7
5
―

9
8
2
7

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
が
加
入
し
ま
す
が
、
60
歳
以
上
の
人
も

希
望
す
れ
ば
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
任
意
加
入

�
年
金
額
を
満
額
に
近
づ

け
た
い
人
ま
た
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間

（
10
年
以
上
）が
不
足
し
て
い
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人

※
申
し
出
の
あ
っ
た
月

か
ら
加
入
と
な
り
、
60
歳
の
誕
生
日
の
前

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
中
ま
た
は
厚
生
年
金
に
加

入
中
の
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
任
意
加

入
期
間
は
、
保
険
料
免
除
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。

②
特
例
任
意
加
入

�
65
歳
ま
で
に
は
受

給
資
格
期
間（
10
年
以
上
）を
満
た
せ
な
い

が
、
70
歳
ま
で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た

せ
る
人

※
昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
だ
け
で
す
。
【
期
間
】受
給

資
格
期
間
を
満
た
す
時
ま
で

●
①
②
共
通

�
年
金
手
帳（
本
人
・
配
偶

者
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
物
と
自
動
車
運
転

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
物
）、

預（
貯
）金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
退
職
し

て
加
入
す
る
場
合
は
資
格
喪
失
証
明
書
な

ど
、
戸
籍
謄
本（
特
例
任
意
加
入
時
だ
け
）

を
用
意
し
て
直
接
、
保
険
年
金
課
へ

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
控
除

高
齢
介
護
課

�
7
7
5
―

5
1
2
6

�
7
7
6
―

8
8
7
2

所
定
の
基
準
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

や
市
・
県
民
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
の
障
害

者
・
特
別
障
害
者
控
除

市
が
交
付
す
る
｢障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
｣が
必
要
で
す
。
※
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
手
帳
を

提
示
す
る
こ
と
で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
�
次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す

る
人
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
②
認
定
基
準

日（
対
象
年
の
12
月
31
日
）現
在
で
満
65
歳

以
上
③
寝
た
き
り
や
準
寝
た
き
り（
屋
内

で
の
生
活
は
お
お
む
ね
自
立
し
て
い
る

が
、
介
助
な
し
で
は
外
出
で
き
な
い
）、

認
知
症（
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
症
状
、
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ

が
多
少
見
ら
れ
る
）で
あ
る
④
本
人
ま
た

は
そ
の
家
族
の
扶
養
者
で
、
税
の
控
除
が

必
要

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
医
師
の
診
断
書（
高
齢
介
護
課
に

あ
る
）の
提
出
が
必
要
で
す
。
�
直
接
、

高
齢
介
護
課
へ

※
｢障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
｣は
、
申
請
か
ら
約
10
日
で
郵

送
し
ま
す
。

■
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
使
用
す
る
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除

●
初
め
て
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人

医
師
が
発
行
す
る
｢お
む
つ
使

用
証
明
書
｣（
高
齢
介
護
課
に
あ
る
）が
必

要
で
す
。
※
｢お
む
つ
使
用
証
明
書
｣は
、

医
療
機
関
に
も
用
意
し
て
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
2
年
目
以
降
の
人

市
が
発
行
す
る

｢お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控
除
に

用
い
る
証
明
の
確
認
書
｣が
必
要
で
す
。確

認
書
は
、
申
請
か
ら
約
10
日
で
郵
送
し
ま

す
。
�
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に

よ
り
、
次
の
⑴
⑵
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴
寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
⑵
尿
失
禁
の
可

能
性
が
あ
る

※
条
件
に
該
当
し
な
い
場

合
は
、
医
療
機
関
で
再
度
｢お
む
つ
使
用

証
明
書
｣を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
�
直

接
、
高
齢
介
護
課
へ

固
定
資
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た

と
き
の
現
所
有
者
申
告
書
の
提
出

資
産
税
課

�
7
7
5
―

5
1
3
3

�
7
7
5
―

9
8
4
6

上
尾
市
固
定
資
産
課
税
台
帳
上
の
土

地
・
家
屋
の
所
有
者
が
死
亡
し
、
賦
課
期

日（
1
月
1
日
）ま
で
に
相
続
登
記
が
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
、
現
所
有
者（
相
続
人

全
員
）の
共
有
資
産
と
な
り
、
相
続
人
全

員
が
連
帯
し
て
納
税
義
務
を
負
い
ま
す
。

現
所
有
者
は
住
所
・
氏
名
な
ど
の
必
要
事

項
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い（
未
登
記
家
屋

を
相
続
し
た
場
合
や
、
法
定
相
続
人
が
家

庭
裁
判
所
に
て
相
続
放
棄
の
手
続
き
を
し

て
い
る
場
合
は
、
資
産
税
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
）。
※
登
記
名
義
人
の
変
更

（
相
続
登
記
）は
法
務
局
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
�
土
地
・
家
屋
の
現
所
有
者

（
相
続
人
全
員
）
【
申
告
期
限
】現
所
有
者

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
3

カ
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
【
提
出
書
類
】

相
続
人
代
表
者
指
定
届
出
書
兼
現
所
有
者

申
告
書（
資
産
税
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
資
産
税
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ
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税理士による所得税確定申告無料相談

関東信越税理士会上尾支部事務局 �776―8777

①会場における無料相談（事前予約制） �⑴2月4日㈭・5日㈮10～13時・
13時30分～16時30分⑵2月8日㈪・9日㈫9～12時・13～16時 �⑴桶川マイ

オ ケ ガ ワ ホ ン

ン3階イベント広場｢ＯＫＥＧＡＷＡｈｏｎプラス＋｣（桶川市若宮1―5―2）
※無料駐車場はありません。 ⑵上尾県税事務所（南239―1） �1月20日㈬
～22日㈮10～15時に電話で、関東信越税理士会上尾支部事務局へ ※先着
順です。
②税理士事務所による電話相談 �2月2日㈫～15日㈪（㈯㈰㈷を除く）9時
30分～12時・13～16時 ※各日の担当税理士事務所は、関東信越税理士会
上尾支部事務局へ問い合わせてください。申告書の作成はできません。
【①②共通】 �次の⒜～⒞のいずれかに該当する人⒜年金受給者⒝給与所
得者で医療費控除を受ける⒞年の途中で退職・就職したまたは年末調整が
済んでいない ※相談の内容により、受け付けできない場合があります。

青色申告者対象の
所得税確定申告相談会

上尾商工会議所
�773―3111・�775―9090

�2月17日㈬・25日㈭・26日㈮、
3月3日㈬・9日㈫・10日㈬9時30
分～15時30分（11時30分～13時30
分を除く） �上尾商工会議所（二
ツ宮750） ※会場が変更になる場
合があります。 �個別決算指導、
納税相談

■ご自宅のパソコン・スマートフォンからe-Taxのご利用を
国税庁ホームページ｢確定申告書等作成コーナー｣を利用すれば、申告会場に出向かなくても、マイナンバー

カードを持っている人は、ICカードリーダライタまたはマイナンバーカード対応のスマートフォンを利用し
イータックス

て、e―Taxで申告書を提出できます。
なお、マイナンバーカードやICカードリーダライタなどを持っていない人でも、事前に税務署でID・パス
ワード方式の手続きを行っていれば、e―Taxを利用できます。また、印刷して郵送などで税務署に提出するこ
ともできます。

申告期限 3月15日㈪

■所得税の確定申告会場を開設
�2月2日㈫～3月15日㈪（㈯㈰㈷を除く）受け付け／8時30分～16時（相談開始9時～） ※2月21日㈰・28日㈰は開
場します。 �上尾税務署
混雑緩和のため、会場への入場には｢入場整理券｣が必要です。なお、当日分の｢入場整理券｣が終了した場合、
当日の相談はできません。 ※｢入場整理券｣の配布は、原則として当日税務署で配布しますが、詳しくは、国
税庁ホームページ（�https : //www.nta.go.jp/）などでお知らせします。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、還付申
告の申告相談を2月15日㈪以前も受け付けます。

※各会場に来場するときは、マスクを着用し、できる限り少人数でお越しください。入場の際に検温を実施します。咳・発熱などの
症状がある人は入場をお断りする場合があります。

上尾税務署
�〒362―8504西門前577
�770―1800（自動音声案内）

≪e―Tax・作成コーナーの操作に関する問い合わせ≫
｢e―Tax・作成コーナーヘルプデスク｣
�0570―01―5901
㈪～㈮（㈷、年末年始を除く）

上尾税務署から
所得税の確定申告のお知らせ

≪確定申告に関する問い合わせ≫
国税庁ホームページ｢確定申告特集｣をご

覧ください。｢確定申告書等作成コーナー｣
の利用方法などについて紹介しています。

動画で見る
確定申告
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はい いいえ

（注1）収入がなかった場合でも、課税(非課税)証明書を取得する人などは申告が必要になる場合があります。

（注２）公的年金収入400万円超の場合、確定申告が必要となる場合があります。また、医療費控除や生命保険
料控除、地震保険料控除、納付書または口座振替で納付した国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料などの所得控除を追加したい場合は、申告が必要です。

令和3年1月1日に住ん
でいた市区町村に確認
してください

市民税・県民税申告は
必要ありません（注1）

市民税・県民税申告が
必要です

市民税・県民税申告は
必要ありません（注2）

市民税・県民税申告が
必要です
※所得金額等によって
確定申告が必要になる
場合があります。

市民税・県民税申告は
必要ありません

市民税・県民税申告が
必要です

確定申告が必要です

令和3年1月1日に上尾市に住んでいた

勤務先で年末調整は済んでいる

給与以外の所得(事業・不動産・公的年金・個人年金
など)があった

給与以外の所得が20万円を超えている

令和2年1月1日から同年
12月31日までに収入が
あった（この収入に遺
族・障害年金などの非課
税所得、生活扶助は含み
ません）

市内に住民登録の
ある親族が年末調
整や確定申告、市
民税・県民税申告
であなたを扶養親
族として申告して
いる

給与収入があった 収入は公的年金だ
けである

【スタート】

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

市民税・県民税申告書は、前年度に提出した人などに1月末に発送します。また、申告書は市民税課、各支所・
出張所で配布、市ホームページからダウンロードもできます。
申告が必要かどうかは、下記のフローチャートで確認してください。 ※一般的な例を示しています。
なお、所得税の確定申告をした人は、市民税・県民税の申告は原則不要です。

申告期間 2月16日㈫～3月15日㈪

市民税課
�775―5131・5132
�775―9846

市民税・県民税の申告のお知らせ
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とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　　  費用・金額　※記載のないものは「無料」　　  定員　　　 持ち物
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　 問い合わせ　
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■申告の方法
①郵送
申告書に必要事項を記入・押印し、｢申告に用意するもの｣で該当する書類（写し可）を添付して、郵
送で市民税課（〒362―8501本町3―1―1）へ ※2月15日㈪以前の提出も可能です。
②市民税課申告書受付箱に投かん
①と同じ書類を市民税課の窓口にある申告書受付箱へ

【①②共通】提出された資料は返却しません。資料の返却や受付書が必要な人は、切手を貼り、宛名を記
入した返信用封筒を同封してください。申告書のコピーが必要な人は、提出前にコピーしてください。
必要な資料が添付されていない場合は、所得や控除を修正します。
③申告会場に来場
｢申告に用意するもの｣｢市民税・県民税申告受付会場｣を確認の上、来場してください。
申告会場開設に伴い、申告期間中（㈯も含む）、市民税課窓口では職員による申告書作成補助や、作

成した申告書の確認は行いません。

■申告に用意するもの
�申告書 �印鑑
�本人確認ができる物（マイナンバーカードまたは個人
番号通知カードと自動車運転免許証または健康保険証
など）
所得・控除を証明する書類
�令和2年分給与所得・公的年金等の源泉徴収票など収
入金額が分かる物
�各種控除を証明できる証明書・領収書（令和2年中に支
払ったもの） 社会保険料（国民健康保険、後期高齢者
医療保険、国民年金、介護保険など）・生命保険料・
地震保険料・寄付金・各種障害者手帳
�医療費控除を受ける場合は、医療費控除の明細書
※右記の｢医療費控除を受ける人へ｣をご覧ください。

■医療費控除を受ける人へ
�令和2年中に支払った医療費につい
て｢医療費控除の明細書｣を作成して
ください（医療を受けた人ごとで、
病院・薬局ごとに支払金額と保険な
どで補てんされた金額を集計する）。
�医療費の領収書の添付または提示は
不要です（ただし、領収書は5年間保
存する必要があります）。
�医療費通知（健康保険組合などが発
行する｢医療費のお知らせ｣など）を
添付することで｢医療費控除の明細
書｣の明細欄の記入を省略できます。

■配当・譲渡所得の申告について
�配当所得・譲渡所得で源泉徴収された市民税・県民税の還付や充当を希望する場合は、市民税・県民税の納税
通知書が届くまでに、確定申告をしてください。

�申告不要制度の対象となる配当・譲渡所得は、所得税と市民税・県民税で異なる課税方式を選択できます。選
択する場合は、市民税・県民税の納税通知書が届くまでに、確定申告書とは別に市民税・県民税申告書を提出
してください。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、
市民税・県民税の申告は郵送で

18
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年金受給者に源泉徴収票を郵送

1月下旬、年金受給者に日本年金機構から源泉徴収票が郵送されます（障害・遺族年金は非課税のため郵送され
ません）。源泉徴収票には、昨年の年金支払総額、源泉徴収税額、扶養控除などの内容が記載されています。この
源泉徴収票は確定申告や市民税・県民税の申告をする時に必要になりますので、大切に保管してください。
源泉徴収票を紛失して再交付を希望する場合や、2月になっても届かない場合は、大宮年金事務所またはねんき

んダイヤル（�0570―05―1165）へ問い合わせてください。
また、申告をする時に｢国民年金保険料控除証明書｣が必要な場合も、大宮年金事務所へ問い合わせてください。

対象地区

本町・東町・原市（1316～1440番地）

宮本町・愛宕・栄町・日の出・上尾宿・上尾村・上尾下

緑丘・上町・仲町・二ツ宮・原新町

上・久保・南・菅谷・須ケ谷・上平中央・西門前・錦町・平塚

瓦葺・尾山台団地

原市北・原市中・五番町・原市団地

原市（1316～1440番地・原市団地を除く）

西上尾第一団地

西上尾第二団地

今泉・向山・川・大谷本郷・中新井・戸崎・西宮下

上野・上野本郷・平方・平方領々家・西貝塚・壱丁目・地頭方・堤崎

泉台・井戸木・中妻・浅間台

藤波・中分・領家・畔吉・小泉・小敷谷（西上尾第一・第二団地を除く）

春日・弁財・柏座・谷津・富士見

ところ

文化センター

原市公民館

市民体育館

大石公民館

市民体育館

とき

2／16㈫

2／17㈬

2／18㈭

2／19㈮

2／24㈬

2／25㈭

2／26㈮

3／2㈫

3／3㈬

3／4㈭

3／5㈮

3／9㈫

3／10㈬

3／12㈮

保険年金課 �775―5137・�775―9827
大宮年金事務所 �652―3399

※対象地域は混雑緩和のための目安です。都合が合わない場合は、他の日程にお越しください。

※受付時間はいずれも9時15分～15時です。

■会場における注意事項
�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、会場の見直しを行いました。昨年度と会場が異なる地域があり
ますので注意してください。

�会場は常時換気を行います。来場する際は、マスクを着用し防寒対策をして、できる限り少人数でお越しく
ださい。入場時に検温を行います。咳・発熱などの症状がある人は入場をお断りする場合があります。

�受付順に整理券を配付し、順番にご案内します。例年、午前中は大変混雑します。
�駐車スペースに限りがあるため、来場の際はできるだけ公共交通機関をご利用ください。
�市民体育館、原市公民館、大石公民館では、室内履きを持参してください。外履きはビニール袋などに入れ、
自己管理してください。

�事業・不動産所得、分離所得（土地・株式の譲渡）、雑損控除、初年度（適用1年目）の住宅借入金等特別控除
などがある人で所得税の納税または還付がある人や繰越損失がある人は会場では申告できません。

市民税・県民税申告受付会場
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自転車の安全な利用にご協力を
自転車は手軽で便利な環境にも優しい乗り物ですが、道路交通法上｢軽車両｣になります。自転車に乗るとき

は、交通ルールやマナーを守り、相手の立場に立った思いやりのある運転を心掛け、駅周辺に自転車を停める
際は駐輪場を利用してください。現在は放置自転車が減り、駅周辺の美観が改善している他、歩行者などの通
行の障害も緩和されています。市では、今後も係員による自転車放置に対する声掛けや放置自転車の撤去を進
めますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。

ＪＲ上尾駅西口（上）と東口（下）の過去と現在
ゼロ

放置自転車0にご協力を
自転車の利用者が自転車から離れ

て、直ちに当該自転車を移動させる
ことができない状態にある自転車を
放置自転車といいます（上尾市自転
車放置防止条例第2条）。市では、駅
周辺の放置自転車に対して随時警告
札を貼り付け、貼り付けてから3時
間を経過したものは撤去していま
す。

交通ルールを守りましょう
●自転車安全利用五則
1 自転車は、車道が原則、歩道は例外
2 車道は左側を通行
3 歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行
4 安全ルールを守る（飲酒運転・無灯火・二人乗りの禁止など）
5 子どもはヘルメットを着用

自転車放置禁止区域

自転車は必ず施錠を
自転車の窃盗が多く発生して

います。自宅の敷地内でも安心
せずに、必ず鍵を掛けましょう。
また、初めから付いている鍵に
加えて、ワイヤーロックで二重
に施錠し、さらにワイヤーロッ
クを固定物に連結すると、より
盗まれにくくなります。

交通防犯課
�775―5138・�775―9927

●危険な運転や、ながら運転（傘
差し・携帯電話・イヤホンな
ど）の防止
●自転車損害保険などへ加入
（平成30年4月1日から、埼玉
県では、自転車利用者などの
自転車損害保険等の加入が義
務化されています）
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